


































内 では起 こしえないような革命であった。 し
か し,「藝者 と武士』が,〈葛城〉 という登場















『藝者 と武士』における 〈葛城〉の舞 と死の
場面であり,また貞奴の衣裳美であった。







か,〈押 し戻 し〉 とおぼしき部分では,葛 城








して,嫉 妬 における男女の立場が反転 した
〈逆道成寺〉であることも見逃せない。加え
て,日清戦争後植民地支配下におかれた台湾






演出家 も兼ねた音二郎は,黒塗 りで登場 し,
かつ,逞 しい南方系の代表薩摩武士 と見立て

















































るためには,正 しくあるより,理解 しやす く,









いたか らこそ,帰朝後 「オセロ』で,ア ジァ
の多様性と豊かさを日本人 に再認識させる演
出を試みたのである。
川上一座の興行師となったのはアメ リカ人
で,ア ールヌーボーの代表的ダンサーのロイ・
フラーである。抜け目のない彼女は一座が帰
国 しないうちから,もう次のジャポネスクな
一座に目をつけ,後 ロダンに彫刻のモデルと
もなった花子を発見する。 しか し花子は貞奴
程の話題は呼ばなかった。 それはタイ ミング
の問題でもあり,そ して資質の問題でもあっ
たろう。
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